
大滝ダム貯水池斜面対策検討委員会 

第１回委員会 議事要旨 

 

日 時：平成１８年１１月５日（日）１３：３０～１５：００ 
 
場 所：ＯＭＭビル(大阪ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｽﾞﾏｰﾄ) ２階「会議室１・２号室」 
 
出席者： 
委員長  田村  武  （京都大学大学院 教授） 
委 員  千木良 雅弘 （京都大学防災研究所 教授） 
〃   角  哲也  （京都大学大学院 助教授） 
〃   吉松 弘行  （社団法人日本地すべり学会 理事） 
〃   平野  勇  （独立行政法人土木研究所 地質監） 
〃   安田 成夫  （国土技術政策総合研究所 水資源研究室長） 
〃   佐々木 靖人 （独立行政法人土木研究所 上席研究員（地質）） 
〃   藤澤 和範  （独立行政法人土木研究所 上席研究員（地すべり）） 

  
議事について： 
１．委員会の設立について 

趣意書および規約ともに異議なく、委員会が設立された。 
 
２．委員長選出 

規約に基づく委員の互選の結果、委員長に田村京都大学大学院教授が選出された。 
 
３．議 事 

大滝地区ならびに迫地区の貯水池斜面における地すべり対策を検討するための基本条件

等について検討がなされ、以下の通り確認された。 
①設計条件について 
迫地区の間隙水圧残留率については、現在掘進中のボーリング孔における現場透水試験結

果から透水係数を確認した上で設定する。 
大滝地区の前面すべりに対する安定解析のための想定ブロックは、すべり面下の「河床堆

積物の分布範囲」の下面をブロック下面とする。また、安定解析検討断面は、尾根状地形お

よび地すべりブロック形状の突出部（測線１と測線３の中間付近）に設定する。 
すべり面の土質強度定数については、大滝地区では経験最高水位 EL.304.8m を、迫地区
では貯水前（水位のない状態）を水位条件とした R/D=1.0 から、逆算法により求めた値と
する。 
②計画安全率について 
地すべり対策を検討する安定解析の計画安全率を、大滝地区ならびに迫地区において１．

１５とする。 
目標とする安全率の配分では、大滝地区ならびに迫地区においては、抑制工によってブロ

ックの安全率を最低１．０５まで確保する。 
③安定解析手法の確認 
地すべり対策を検討する安定解析手法については、想定地すべりブロックの主測線におい

て２次元解析を用いることとし、３次元解析により確認を行う。 


